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ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
梅
本
副
会
長
は
、

平
成
二
十
六
年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に

つ
い
て
総
括
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
六
年
度
の
行
動
方
針
『
一
歩
前
へ
！

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
会
員
満
足
度
の
向
上
」「
商
工
会
の
機

能
強
化
」
の
二
つ
の
柱
を
掲
げ
事
業
を
実

施
、
戦
略
的
な
巡
回
を

展
開
し
な
が
ら
会
員

ニ
ー
ズ
な
ど
の
掘
り
起

こ
し
に
努
め
、
販
路
開

拓
の
支
援
と
し
て
は

「
地
域
力
活
用
市
場
獲

得
等
支
援
事
業
地
方
事

務
局
」
を
設
置
し
、

「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」
の
申
請
窓

口
と
し
て
実
績
を
挙
げ

た
、
と
取
り
組
み
内
容

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
商
工
会
の

機
能
強
化
」
で
は
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー

バ
ー
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
全
経
営
指
導
員

に
対
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
強
固
な
指
導
体
制
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広島県
商工会
連合会

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
て

　
　新
役
員
の
も
と
県
連
新
体
制
発
足

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
五
月

二
十
五
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広

島
に
て
「
平
成
二
十
七
年
度
第
五
十
四
回

通
常
総
会
」
を
開
催
し
、
三
十
四
名
の
商

工
会
長
等
が
出
席
の
中
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
審
議
し

を
構
築
し
た
、
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
県
連
理
事
の
佐
藤
大
地
氏
を

議
長
に
選
任
し
て
、
議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

● 

第
一
号
議
案
…
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表

及
び
財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報

告
）

● 

第
二
号
議
案
…
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
に
関
す
る
件

　

第
一
号
議
案
の
事
業
報
告
で
は
、
商
工

会
指
導
員
に
よ
る
現
地
指
導
の
実
施
や
、

経
営
発
達
支
援
計
画
認
定
申
請
特
別
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
が
事
務
局
よ
り
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
青
連
の
活
動
に
も

触
れ
、
中
四
国
各
県
か
ら
参
加
し
た
「
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流

会
広
島
大
会
」
の
開
催
や
、
昨
年
八
月
に

発
生
し
た
広
島
市
北
部
土
砂
災
害
に
対
す

る
支
援
活
動
に
つ
い
て
参
加
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
拍
手
多
数
に
よ
り
、
原
案
通

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
も
の

で
、
役
員
選
考
委
員
会
の
結
果
、
熊
高
一

雄
会
長
以
下
十
八
名
の
役
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
議
案
の
審
議
終
了
後
、
広
島
県
副
知

事
、
広
島
県
議
会
議
長
他
関
係
機
関
の
来

賓
を
多
数
迎
え
、
表
彰
状
の
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
商
工
会
等
功
労
者
と
し
て

七
十
名
、
優
秀
職
員
と
し
て
四
名
を
表
彰
。
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それが、わたしたちのシンボルです

続
い
て
、
珠
算
検
定
や
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
の
推
進
に
、
優
秀
な
実
績
を
残
し
た
延

べ
十
八
商
工
会
に
対
し
て
、
堀
田
副
会
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
推
進
に

貢
献
し
た
六
商
工
会
に
、
広
島
銀
行
・
ジ

ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
か
ら
、
商

工
会
の
共
済
制
度
〝
か
が
や
き
〞
の
普
及

推
進
に
寄
与
し
た
延
べ
六
商
工
会
に
、
広

島
県
中
小
企
業
共
済
協
同
組
合
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
役
員
名
簿
】

会　

長　

安
芸
高
田
市　

熊
高　

一
雄

副
会
長　

大　

野　

町　

滝
口　

義
明

副
会
長　

安
芸
津
町　

山
下　

勇
治

副
会
長　

沼
隈
内
海　

三
谷　

省
吾

副
会
長　

備　
　
　

北　

石
川　

芳
秀

理　

事　

高　

陽　

町　

大
下　

秀
明

理　

事　

五　

日　

市　

藤
田　

博
之

理　

事　

呉　

広　

域　

村
尾　

征
之

理　

事　

安
芸
太
田
町　

津
田　
　

宏　

理　

事　

広
島
県
央　

乗
越　

耕
司

理　

事　

神　

辺　

町　

高
橋　

邦
宏

理　

事　

上　

下　

町　

伊
藤　

敏
雄

理　

事　

三
次
広
域　

田
原　

和
彦

理　

事　

県　

青　

連　

越
智　

俊
之

理　

事　

県
女
性
連　

井
上　

文
江

専
務
理
事　

県　
　
　

連　

石
井　

正
朗

監　

事　

広　

島　

東　

松
島　

洋
一

監　

事　

世　

羅　

町　

坂
東　

辰
男

　
（
定
数
十
八
名
）

　

五
月
一
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広

島
に
て
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

の
「
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
」
及
び

「
商
工
会
青
年
部
第
一
回
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会

で
は
、
長
崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
で
あ
る
「
有
限
会
社　

紀
文
」
の
代
表

取
締
役　

木
下
健
吾
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
な
ぜ
顧
客
は
あ
な
た
の
会
社
を
選
ぶ
の

か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
人
出
席
三
十
三
名
、
委
任

状
出
席
一
名
、
合
計
三
十
四
名
の
出
席
の

も
と
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
ず
佐

藤
会
長
の
開
催
挨
拶
が
あ
り
、
今
ま
で
支

え
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
へ
の
感
謝
と
、

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
員
と
し
て
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
二
年
間
の
任
期
を
振
り
返
り

つ
つ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
崎
上
島
町
青
年
部
の
望
月

部
長
を
議
長
に
選
任
し
、
二
つ
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

● 

第
一
号
議
案
…
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表

及
び
財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報

告
）

　

● 

第
二
号
議
案
…
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
関
す
る
件

　

第
一
号
議
案
は
、
全
会
一
致
で
承
認
・

可
決
さ
れ
、
第
二
号
議
案
で
は
、
議
長
は

会
長
に
立
候
補
し
て
い
る
、
江
田
島
市
商

工
会
青
年
部
の
越
智
俊
之
氏
の
会
長
就
任

の
是
非
を
諮
り
、
拍
手
多
数
に
よ
り
就
任

が
決
定
。
副
会
長
・
理
事
・
監
事
に
つ
い

て
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
薦
ど
お
り
承
認

さ
れ
、
新
役
員
十
七
名
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

全
議
案
の
審
議
終
了
後
、
中
下
副
知
事

を
始
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
表

彰
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
経
営
革
新
の

承
認
を
受
け
た
事
業
所
、
青
年
部
員
へ
の

表
彰
や
、
青
年
部
員
増
強
運
動
に
取
り
組

み
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
商
工
会
青
年

部
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広島県商工会青年部連合会

『
通
常
総
会・商
工
会

   

青
年
部
第
一
回
研
修
会
』

                         

開
催

『
通
常
総
会・商
工
会

   

青
年
部
第
一
回
研
修
会
』

                         

開
催

平 成 27 年 度

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

十
七
名
の
役
員
新
体
制
で

更
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

決意を新たにし挨拶する新役員
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ま
た
、
中
小
企
業
庁
の
「
が
ん
ば
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
三
〇
〇
社
」
に
、

三
次
広
域
商
工
会
青
年
部
の
小
川
治
孝
氏

が
選
ば
れ
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
山

本
専
務
理
事
よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

   【
役
員
名
簿
】

会　

長　

江
田
島
市　

越
智　

俊
之

副
会
長　

広
島
安
芸　

植
田　

悠
司

副
会
長　

北
広
島
町　

花
木　

勝
徳

副
会
長　

大
崎
上
島
町　

藤
原　

浩
一

副
会
長　

上　

下　

町　

伊
達
幸
太
郎

副
会
長　

三
次
広
域　

松
山　

和
雄

理　

事　

沼　

田　

町　

山
本　

洋
志

理　

事　

呉　

広　

域　

堀
田　

隼
人

理　

事　

五　

日　

市　

茂
木　

武
志

理　

事　

黒　
　
　

瀬　

木
原　

博
紀

理　

事　

安
芸
高
田
市　

中
迫　

史
明

理　

事　

福
山
あ
し
な　

原
田　

知
道

理　

事　
尾
道
し
ま
な
み　

奥
本　

隆
三

理　

事　

福　

山　

北　

妹
尾　

吉
史

理　

事　

東　

城　

町　

池
岡　

憲
司

監　

事　

江
田
島
市　

鈴
木　

雅
貴

監　

事　

北
広
島
町　

堀
田　

眞
司

　
（
定
数
十
七
名
）

　

五
月
十
一
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
「
平
成
二
十
七
年
度
広
島

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
第
四
十
九
回
通

常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
人
出
席

三
十
一
名
、
委
任
状
出
席
二
名
の
計

三
十
三
名
の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
六

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
挨
拶
で
井
上
会
長
は
、
部

員
に
む
け
て
日
頃
の
事
業
へ
の
理
解
・
協

力
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
約
三
万
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
発
展
途
上

国
に
贈
り
、
多
大
な
る
社
会
貢
献
を
果
た

し
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事
業
へ
の
協
力

に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
に
関
す
る
報
道
に
も

ふ
れ
、
残
念
な
が
ら
県
女
性
連
の
統
一
事

業
と
し
て
の
、
一
連
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
は
取
り
や
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
宮
本
隆
之
広
島
県
産
業
労
働

部
長
を
始
め
と
す
る
、
多
数
の
方
々
を
迎

え
、
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
広
島
東
商
工
会
上
田
勝
子
部

長
を
議
長
に
選
出
し
、
二
つ
の
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

● 

第
一
号
議
案
…
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表

及
び
財
産
目
録
承
認
の
件

● 

第
二
号
議
案
…
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件

　

第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
度
の
事

業
報
告
で
は
、
部
員
増
強
運
動
の
推
進
に

つ
い
て
、
親
会
役
員
の
配
偶
者
の
加
入
推

奨
等
に
よ
り
、
前
年
の
一
・
五
倍
に
あ
た

る
八
十
名
が
新
規
加
入
し
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
広
域
提
案
公
募
事
業
で
は
、
府
中

町
商
工
会
女
性
部
の
「
花
と
緑
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
事
業
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
し
、
収
支
決
算
と
共
に
全
会
一

致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
で
は
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た

八
名
の
役
員
選
考
委
員
に
よ
る
、
役
員
候

広島県商工会女性部連合会

『
通
常
総
会・商
工
会

   

女
性
部
第
一
回
研
修
会
』

                         

開
催

『
通
常
総
会・商
工
会

   

女
性
部
第
一
回
研
修
会
』

                         

開
催

平 成 27 年 度

任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
の
選
出

二
十一名
の
新
た
な
顔
ぶ
れ
出
揃
う
！

握手を交わす佐藤前会長（左）と越智新会長（右）
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広島県商工会
女性部連合会

『
平
成
二
十
七
年
度

   

第
十
八
回
主
張
発
表

     

広
島
県
大
会
』開
催

『
平
成
二
十
七
年
度

   

第
十
八
回
主
張
発
表

     

広
島
県
大
会
』開
催

各
地
区
代
表
が

　
　熱
い
思
い
を
披
露
！

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

五
月
十
一
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
に
て
「
平
成
二
十
七
年
度
商
工

会
女
性
部
第
十
八
回
主
張
発
表
広
島
県
大

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
七
地

区
で
行
わ
れ
た
予
選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

代
表
が
、
中
国
四
国
大
会
の
出
場
を
か
け

て
熱
弁
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
の
は
、
祇
園
町
商
工
会

女
性
部
田
坂
綾
さ
ん
、
宮
島
町
商
工
会
女

性
部
山
村
ゆ
う
子
さ
ん
、
呉
広
域
商
工
会

女
性
部
秋
光
史
子
さ
ん
、
北
広
島
町
商
工

会
女
性
部
日
高
恭
子
さ
ん
、
黒
瀬
商
工
会

女
性
部
池
田
久
美
さ
ん
、
沼
隈
内
海
商
工

会
女
性
部
高
原
礼
子
さ
ん
、
三
次
広
域
商

工
会
女
性
部
有
木
京
子
さ
ん
の
七
名
。

　

白
熱
し
た
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
沼
隈
内
海
商

工
会
女
性
部
高
原
礼
子
さ
ん
。
優
秀
賞
に

は
呉
広
域
商
工
会
女
性
部
秋
光
史
子
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
例
年
に
比
べ
、
今
年
は
非
常
に
レ
ベ

ル
が
高
い
と
感
じ
た
」
と
審
査
委
員
長
で

あ
る
中
国
新
聞
社
広
告
局
の
宮
田
俊
範
担

当
局
長
が
評
価
し
た
よ
う
に
、
年
々
レ
ベ

ル
の
上
が
る
大
会
に
、
応
援
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
口
調
で
あ
り
な
が
ら
、
聴
衆

を
引
き
込
む
よ
う
な
語
り
口
で
魅
了
し
、

時
に
セ
ン
ス
の
光
る
ユ
ー
モ
ア
で
会
場
を

沸
か
せ
、
見
事
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部

交
流
会
で

の
広
島
県

代
表
の
座

を
勝
ち

取
っ
た
高

原
さ
ん

は
、
九
月

九
日
に
岡

山
県
で
開

か
れ
る
大

会
で
の
優

勝
を
目
指

し
ま
す
。

補
者
の
選
考
選
出
が
行
わ
れ
、
井
上
会
長

の
留
任
を
含
め
た
二
十
一
名
を
承
認
・
可

決
。
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
行
わ
れ
た
「
商
工
会
女
性
部
第

一
回
研
修
会
」
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
代
表
の
井
上
林
親
氏
が
『
お
客

様
と
の
相
思
相
愛
の
仕
事
術
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

【
役
員
名
簿
】

会　

長　

江
田
島
市　

井
上　

文
江

副
会
長　

大　

野　

町　

橋
口
千
恵
子

副
会
長　

北
広
島
町　

田
中　

民
子

副
会
長　

三
原
臨
空　

作
田　

直
美

副
会
長　

福
山
あ
し
な　

澁
谷　

京
子

副
会
長　

三
次
広
域　

佐
々
木
弘
子

理　

事　

安
古
市
町　

中
谷　

利
恵

理　

事　

沼　

田　

町　

瀬
戸　

迪
子

理　

事　

高　

陽　

町　
大
瀬
戸
紫
苑
子

理　

事　

佐　
　
　

伯　

小
林　

美
穂

理　

事　

広　

島　

東　

上
田　

勝
子

理　

事　

広
島
安
芸　

森　
　

光
子

理　

事　

呉　

広　

域　

宇
和
村
静
子

理　

事　

安
芸
太
田
町　

佐
々
木
幸
代

理　

事　

黒　
　
　

瀬　

松
井
美
椰
子

理　

事　

大
崎
上
島
町　

谷
本
真
知
子

理　

事　
尾
道
し
ま
な
み　

守
光　

佳
代

理　

事　

福　

山　

北　

山
本　

澄
子

理　

事　

東　

城　

町　

金
藤　

政
子

監　

事　

五　

日　

市　

国
沢
紀
代
子

監　

事　

世　

羅　

町　

吉
口
太
賀
子

　
（
定
数
二
十
一
名
）

最優秀賞を受賞した高原礼子さん（中央）と女性部の皆さん

広島支店法人営業部
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広
島
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

熊
高　

一
雄

　

第
十
一
代
会
長

の
熊
高
で
す
。
こ

の
た
び
、
四
人
の

副
会
長
と
役
員
の

皆
様
と
共
に
、
県

連
の
舵
（
か
じ
）
取
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
、
私
は
、
ま
ず
は
商
工

会
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
、「
商
工
会
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」
を
改
め
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　　

　

県
内
三
十
四
商
工
会
の
組
織
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
会
員
さ
ん
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
ス
マ
ー
ト
に
仕
掛
け
、「
商
工
会

に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
」
と
心
の
底

か
ら
言
っ
て
い
た
だ
く
フ
ァ
ン
を
多
く
つ

く
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

越
智　

俊
之

　

こ
の
度
、
県
青

連
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
越
智
で

す
。
二
十
六
歳
の

時
、
江
田
島
市
商

工
会
青
年
部
に
入
部
後
、
芸
南
西
地
域
協

議
会
会
長
、
県
青
連
副
会
長
、
昨
年
度
の

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交

流
会
広
島
大
会
実
行
委
員
長
を
経
て
の
就

任
と
な
り
ま
す
。
青
年
部
活
動
を
通
し
て

学
び
培
っ
て
き
た
こ
と
を
次
世
代
へ
伝
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
二
七
〇
名
の
部
員

に
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
例
年
の
事
業
に
加
え
四
つ
の

柱
「
①
他
経
済
団
体
青
年
部
と
の
交
流
、

②
商
工
会
地
域
に
お
け
る
災
害
支
援
フ

ロ
ー
の
確
立
、
③
必
然
的
な
部
員
増
加
の

た
め
の
施
策
立
案
、
④
全
国
大
会
の
招
致
」

に
取
り
組
み
、
青
年
部
活
動
の
活
性
化
、

そ
し
て
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

井
上　

文
江

　

昨
年
、
小
規
模

企
業
者
の
持
続
的

発
展
を
基
本
原
則

に
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
が
成
立

し
、
商
工
会
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化

や
少
子
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
社
会
づ
く

り
も
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
会
を
捉
え
、
商
工
会
女
性
部
が
商

工
会
地
域
の
中
で
、
ど
の
様
な
活
動
を
し

て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
原
点
に
返
り
事
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
、
女
性
の
創
業

者
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
女
性
部

員
同
士
の
実
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
と
商
工
会
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
地
域
に
女
性
部
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　

専
務
理
事　

石
井　

正
朗　

　

こ
の
度
、
五
月

二
十
五
日
の
通
常

総
会
に
お
い
て
専

務
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
石
井
正

朗
で
す
。
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
山
本
前

専
務
理
事
の
後
を
受
け
継
ぎ
そ
の
重
責
を

果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
成

立
な
ど
を
受
け
て
、
県
連
合
会
で
は
、
平

成
二
十
七
年
度
を
「
小
規
模
企
業
振
興
元

年
」
と
位
置
付
け
、
①
会
員
満
足
度
の
向

上
と
②
商
工
会
の
機
能
強
化
の
二
本
柱
で

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
三
十
四
商
工
会
会
員
の
皆
様
の
力

に
な
れ
る
よ
う
、
役
員
各
位
の
ご
指
導
の

も
と
、
連
合
会
職
員
と
協
力
し
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

就
任
の
ご
挨
拶

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９



−6−

　

植
田
賢
治
（
う

え
だ
け
ん
じ
／
広

島
安
芸
商
工
会
会

長
・
県
連
第
十
代

会
長
）
が
、
去
る

六
月
七
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

七
十
三
歳
。

　

植
田
氏
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
海
田
町

商
工
会
（
現
広
島
安
芸
商
工
会
）
青
年
部

部
長
に
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
、
同
商

工
会
の
監
事
、
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
三
年
か
ら
会
長
に
就
任
。
ま
た
、

平
成
六
年
よ
り
広
島
県
商
工
会
連
合
会
理

事
、
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
二
十
一

年
か
ら
は
同
連
合
会
第
十
代
会
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
九
月
よ
り
、
小
規
模
事

業
者
の
技
術
の
向
上
、
新
た
な
事
業
分
野

の
開
拓
そ
の
他
の
小
規
模
事
業
者
の
経
営

の
発
達
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
商

工
会
等
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
商
工
会
等
に
地
域
を
支

援
す
る
計
画
を
自
ら
打
ち
立
て
、
実
施
検

証
し
た
後
、
是
正
行
動
を
求
め
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
会
長
の
方
針
の
基
で
方
向
性
を
共
有
し
、

地
域
商
工
業
者
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
方

策
を
、
知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
越
え
て
頂
き

た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
施
策
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

持
続
化
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業

所
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
な
の
か
？

私
が
思
う
の
は
単
に
「
小
規
模
事
業
者
を

支
援
す
る
補
助
金
」
で
は
な
く
、「
経
営

計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
う
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
補
助
金
」
だ
と
思
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
経
営
計
画
が
有
る
の
か

無
い
の
か
、
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
事
業
は
、
自
社
の
経
営
計
画
に
基
づ
い

て
、
地
域
創
生
に
繋
が
る
の
か
・
・
・
を

審
査
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
会
員
の
皆
様
、
経
営
計
画
を
お

持
ち
で
し
ょ
う
か
？
お
持
ち
な
ら
ば
、
国

の
施
策
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

経
営
計
画
を
お

持
ち
で
な
い
会

員
の
方
が
い
れ

ば
、
商
工
会
を

頼
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
達
職
員

と
一
緒
に
考
え

て
経
営
計
画
を

作
成
し
、
経
営

を
持
続
化
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

経
営
支
援
あ
れ
こ
れ

支
援
に
直
接
携
わ
る
方
々
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

植
田
賢
治
前
県
連
会
長
急
逝

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

経
営
発
達
支
援
事
業
に
つ
い
て有限会社

エーケンテック
代表取締役
江川　雅典

持
続
化
補
助
金
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

沼隈内海商工会
主任主事
藤本　貴史

■『
県
青
連
主
張
発
表
大
会
』

　
　
　
　七
月
十
五
日
　
　グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

■『
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業
』

　
　
　
　八
月
下
旬

■『
県
女
性
連
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
』

　
　
　
　十
月
二
十
三
日
　県
立
総
合
体
育
館

■『
商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
広
島
県
大
会
』

　
　
　
　十
月
三
十
一
日
　広
島
国
際
会
議
場

【今後の行事予定】
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